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■特別会計の決算状況
事　業 歳　入 歳　出

村営水道事業
特別会計 ２億231万円 ２億107万円

国民健康保険事業
特別会計 ４億201万円 ３億9,872万円

農業集落排水事業
特別会計 １億505万円 １億430万円

公共下水道事業
特別会計 7,423万円 7,320万円

後期高齢者医療
事業特別会計 6,422万円 6,418万円

合　計 ８億4,782万円 ８億4,147万円

■村税の内訳
税　目 令和３年度 構成比
村民税 １億7,037万円 28.9%
固定資産税 ３億8,211万円 64.9%
軽自動車税 1,313万円 2.2%
村たばこ税 2,186万円 3.8%
入湯税 130万円 0.2%
村税総額 ５億8,877万円 100.0%

決
算
状
況

決
算
状
況

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

●財政用語【主な歳入】
〇村　税 ………… 個人・法人村民税、固定資産税、軽自動車税（種別割）、たばこ税など
〇村　債 ………… 事業を行うための村の借入金
〇地方交付税 ……  村が標準的な仕事をする際に不足する財源を村の財政状況に応じて国

が交付するお金
〇国・県支出金 … 特定の目的のために国や県から交付されるお金

※（　）内は令和２年度の値

村が将来負担する可
能性のある実質的な
借金が年間収入に対
しどれくらいかの割
合を示すものです。
350％を超えると早
期健全化団体になり
ます。

財政基盤の強さを
表す指標で、数値
が１に近いほど財
政に余裕があると
されています。

10.5％
(10.6％)

63.7％
(30.9％)

0.257
（0.265）

１年間の収入と支出
を比べ、赤字の割合
を示すものです。村
の普通会計および特
別会計のいずれにつ
いても黒字でした。

収入に対する借金
の返済額の割合で、
借金の額が適正か
を判断する数値で
す。25％を超える
と村債の借り入れ
が制限されます。

黒字のため数値なし
（－）

    
16
億
6,7
79
万円

  28.3
％　　　　　　42億4,497万円  71.7％

19億239万円
32.2％

14億9,276万円
25.2％

歳入総額

5億8,877万円
10%

59億1,276万円
自
主

財源

　

　
　
　

　
　依存財源

5億4,209万円
9.2％

国庫支出金

１億5,136万円 2.6％
県支出金

交付金等

村債

村税

地方交付税

その他1 億 5,637 万円   2.5％
【交付金等内訳】
地方消費税交付金 　  9,606 万円
地方譲与税 　　　　 3,719 万円
環境性能割交付金　　　203万円
株式譲渡所得割交付金　234万円
法人事業税交付金　　　499万円
配当割交付金 　　　　  218 万円
地方特例交付金 　　  1,080 万円
利子割交付金 　　　　　 28万円
交通安全対策特別交付金  50 万円

10億 1,684 万円   17.2％
【その他内訳】
繰入金  ５億 6,227 万円
諸収入  ３億 2,094 万円
繰越金 　　 7,804 万円
財産収入 　 5,360 万円
寄付金 　　　　 199 万円

2,145万円 0.4%分担金及び負担金
4,073万円 0.7%使用料及び手数料

歳
入
歳
入

　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
が
９
月
定
例
議
会
で
審
議
さ
れ
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
歳
入
決
算
額
59
億
１
２
７
６
万
円
、
歳
出
決
算
額
57
億
１
２
６
０
万
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額

は
２
億
16
万
円
で
す
が
、
繰
越
額
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
実
質
収
支
は
１
億
１
６
７
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
決
算
額
は
、
庁
舎
建
設
事
業
の
実
施
等
に
よ
り
前
年
度
対
比
18
・
９
％
、
９
億
６
９
５
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

村
営
水
道
事
業
な
ど
の
特
別
会
計
の
歳
出
は
全
会
計
で
８
億
４
１
４
７
万
円
。
前
年
度
に
比
べ
２
３
１
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
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●
議
会
事
務
局

・ 

議
員
報
酬
等 

２
７
１
０
万
円

●
総
務
課

・ 

村
防
災
行
政
無
線
・
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
移
設　

４
７
０
０
万
円

・
消
防
団
運
営
経
費　

１
３
８
５
万
円

・
個
別
施
設
計
画
策
定　

２
９
２
万
円

●
住
民
課

・ 

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

 

３
９
１
０
万
円

・
地
域
公
共
交
通
運
行
事
業

 

２
９
３
０
万
円

・ 

木
曽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
運
営
負

担
金 

　

５
４
９
２
万
円

●
福
祉
健
康
課

・ 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業　

 

１
３
２
７
万
円

・
各
種
検
診
委
託 

８
５
０
万
円

・
福
祉
医
療
給
付
事
業 

 

１
５
５
２
万
円

・
社
会
福
祉
協
議
会
助
成
事
業 

 

２
６
２
５
万
円

●
産
業
振
興
課

・ 
中
山
間
地
域
農
業
等
直
接
支
払
制

度
交
付
金 

１
２
５
９
万
円

・ 

林
道
野
尻
与
川
線
二
反
田
１
号
橋

改
良
工
事 

４
８
７
１
万
円

・
林
業
施
設
災
害
復
旧
（
応
急
対
応
）

 

１
６
９
３
万
円

・
恋
路
の
湯
解
体
工
事　

５
１
９
０
万
円

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

支
援
事
業 

９
４
７
３
万
円

●
建
設
水
道
課

・
大
桑
橋
整
備
工
事 

８
４
３
７
万
円

・
村
道
中
学
校
東
線
改
良
工
事 

 

５
６
２
３
万
円

・ 

橋
梁り
ょ
う

長
寿
命
化
修
繕
事
業
（
小
川
新

橋
、
森
橋
、
伊
奈
川
橋
、
他
３
橋
） 

 

１
億
１
３
５
５
万
円

●
教
育
委
員
会

・
保
育
園
運
営
経
費 

５
６
３
４
万
円

・
通
学
バ
ス
委
託 

１
５
２
２
万
円

・ 

ス
ポ
ー
ツ
公
園
ト
イ
レ
改
築
工
事

 

１
６
５
０
万
円

・
図
書
館
図
書
購
入 

１
９
２
０
万
円

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
増
員 

３
２
８
万
円

●
庁
舎
建
設
室

・
庁
舎
建
設
事
業

　
　

庁
舎
建
設 

12
憶
２
８
０
１
万
円

　
　

備
品
倉
庫
建
設 

４
９
８
９
万
円

　
　

公
用
車
庫
建
設 

４
７
９
７
万
円

　
　

防
災
倉
庫
建
設 

４
１
１
０
万
円

　
　
地
中
熱
設
備
設
置　

４
６
０
５
万
円

　
　

庁
舎
什じ
ゅ
う

器き

購
入 

５
０
１
６
万
円

　
　

そ
の
他 

１
億
８
１
０
２
万
円

26億9,136万円
47.1％

歳出総額
57億1,260万円

総務費

７億3,966万円
13％

民生費
５億441万円
8.8％

公債費

４億9,829万円
8.7％

土木費

３億1,029万円
5.4％

商工費

３億963万円
5.4％

教育費
２億8,198万円
5.0％

衛生費

２億1,073万円
3.7％

農林水産費

その他
１億 6,625 万円　2.9％
【その他内訳】
災害復旧費 　 １億 178万円
議会費 　　　　  4,451 万円
消防費 　　　　  1,923 万円
労働費 　　　　　　 73 万円

歳
出
歳
出

目的別

一
般
会
計
の
主
な
事
業

一
般
会
計
の
主
な
事
業

●財政用語【主な歳出】
〇人件費 …………… 職員の給与、議会議員の報酬、各種委員会委員の報酬など
〇扶助費 …………… 各種医療費の助成や児童手当、高齢者・障害者福祉費など
〇公債費 …………… 借入金（村債）を返済するためのお金
〇普通建設事業費 … 道路や橋梁など公共施設の建設費

性質別
性　質 令和３年度 構成比

義務的
経 費

人 件 費 ６億1,283万円 10.7%

扶 助 費 ２億1,414万円 3.8%

公 債 費 ５億441万円 8.8%

投資的
経 費

普通建設事業費 22億 3,642 万円 39.1%

災害復旧事業費 １億 545万円 1.8%

その他
経 費

補 助 費 等 ６億8,860万円 12.1%

物 件 費 ５億 2,365万円 9.2%

繰 出 金 ３億4,071万円 6.0%

積 立 金 ４億 57万円 7.0%

維持補修費 8,582 万円 1.5%
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区　分 給料（報酬）
月額

期末手当
支給割合

村　長 695,000円

 6 月期：1.600
12月期：1.600
計　3.200月分

副村長 610,000円

教育長 553,000円

議　長 242,000円

副議長 169,000円

委員長 156,000円

議　員 149,000円

⑺特別職の給料（報酬）月額（令和４年４月１日現在）

５. 職員の服務の状況

区分 申請件数 許可件数

報酬を得て事業
もしくは事務に
従事する場合 

0件 0件

営利企業等の従事許可の状況（令和３年度）

制度の概要 平均取得日数

１年につき
20日付与 8.5日

⑵年次有給休暇の状況（令和３年中）

３. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

⑴職員の勤務時間（令和４年４月１日現在）
開始時刻 休憩時間 週休日・休日

午前８時30分
午後０時

午後１時

・土曜日および日曜日
・祝日法に規定する休日
・12月29日から
　 翌年1月3日まで

終了時刻

午後５時15分

～

処分の別 件　数

分限処分 該当なし

懲戒処分 該当なし

４. 分限及び懲戒処分の状況 （令和３年度） ⑵公務災害の発生状況（令和３年度）
区　分 件　数

職務遂行中の負傷 0件

⑶利益の保護の状況（令和３年度）
区　分 件　数

不利益処分に関する
不服申し立てに係る

　　  　書類の交付件数　　
0件

７. 職員の福祉及び利益の保護の状況

区　分 対象者 受診者数
人間ドック 30歳以上 60人
成人病健診 30歳未満 17人

⑴職員の定期健康診断の状況（令和３年度）

「大桑村人事行政の運営等の公表に関する条例」に基づき、　　　職員の勤務や給与条件などの状況について公表します。　職員の勤務や給与条件などの状況について公表します。

村 職 員 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況の 運 営 等 の 状 況
６. 職員の研修等の状況

区分 研修内容 受講者数

部課長研修 管理職が担うべき役割と重要
課題の研究 2人

係長研修 職場づくりと係長としての役割を学ぶ 2人

一般職員研修 地方自治体職員としての倫理
観の再認識 1人

新規採用職員研修
（前期・後期）

職務上必要な知識や技能、適
応能力の向上を図る 3人

ハラスメント研修 基礎知識の習得とハラスメン
ト防止への意識の向上を図る 13人

契約実務研修 透明性・公平性の確保のため
法制度や基礎知識の取得 1人

文書作成力向上研修 文書構成法や言葉の選び方等
の文書作成力の向上を図る 1人

税務職員初任者研修 基礎知識の習得と適正な事務
処理能力の向上を図る 1人

情報システムの活用
DXの推進研修

ICTを活用した、効率的・効果
的な行政運営への理解を深める 1人

財政事務研修 基礎知識の習得と適正な事務
処理能力の向上を図る 1人

財務諸表研修 財務諸表から経営状況を的確
に把握する知識の習得 1人

人事・給与者初任者
管理事務研修 人事管理と給与制度の適正化を図る 1人

住民税事務研修 適正かつ効率的な住民税事務
の執行能力の習得 1人

税務管理・徴収事
務研修

税の収入管理及び徴収事務に
必要な意識の習得 2人

（令和３年度）

区　分 件　数
勤務条件に関する措置の要求の状況 0件

不利益処分に関する
不服申し立ての状況 0件

８. 公平委員会の報告事項 （令和３年度）
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支給期
職　員 特定幹部職員

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
６月期 1.200月分 0.950月分 1.000月分 1.150月分
12月期 1.200月分 0.950月分 1.000月分 1.150月分
計 2.400月分 1.900月分 2.000月分 2.300月分

⑷職員手当の状況（令和４年４月１日現在）

２. 職員の給与の状況

年
度

住民基本
台帳人口
（年度末）

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ /Ａ）

3 3,461 人 5,712,603 千円 612,833 千円 10.7％ 
2 3,544 人 4,805,655 千円 582,732 千円 12.1％ 

⑴人件費の状況（普通会計決算）

区　　　分 一般行政職
高校卒 150,600 円
短大卒 163,100 円
大学卒 182,200 円

⑸職員の初任給の状況（令和４年４月１日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計標準的
な職務
内 容

主事
技師 主任 主査

係長
上級
主査

課長
補佐 課長 総括

課長

職員数
（人） 13 18 14 19 2 7 3 76

構成比
（％） 17.1 23.7 18.4 25.0 2.6 9.2 4.0 100.0 

⑹一般行政職の級別職員数（令和４年４月１日現在）

１. 職員の任免及び職員数に関する状況

職　種 R3.4.1
現在 退職者数 採用者数 R4.4.1

現在
一般事務 57 0 2 59
保 健 師 6 0 0 6
栄 養 士 1 0 0 1
保 育 士 9 0 0 9
司 書 1 0 0 1
計 74 0 2 76

⑴職員の採用・退職の状況 （単位：人）

区　分 職員数 対前年
増減数令和３年度 令和４年度

一般行政
部　　門

議 会 1 1 0
総 務 21 21 0
税 務 3 3 0
民 生 17 18 1
衛 生 7 7 0
農 水 6 6 0
商 工 2 3 1
土 木 5 5 0
小 計 62 64 2

特別行政
部　　門

教 育 7 7 0
小 計 7 7 0

公営企業等
会計部門

水 道 1 1 0
下水道 2 2 0
その他 2 2 0
小 計 5 5 0

合　計 74 76 2

⑸部門別職員数 （単位：人）

※職員数は一般職に属する職員数です。

職員数
（Ａ）

給　　与　　費 １人当たり
の給与費
（Ｂ /Ａ）給　料 職員手当 計（Ｂ）

76人 249,126 千円 147,516 千円 396,642 千円 5,219 千円 

⑵給与費の状況（令和４年度全会計）

※給与費は、当初予算に計上した額です。

一　般　行　政　職
平均給料月額 平均年齢
279,492 円 38.0 歳

⑶職員の平均給料月額等（令和４年度一般会計）

※一般行政職…
　行政一般の事務を
　する職員

退　職 免　職 失
職

出
向 計定

年
勧
奨

普
通

整
理

死
亡

分
限

懲
戒

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑵事由別の退職者数（令和３年度） （単位：人）

「大桑村人事行政の運営等の公表に関する条例」に基づき、　　　職員の勤務や給与条件などの状況について公表します。「大桑村人事行政の運営等の公表に関する条例」に基づき、　　

村 職 員 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況村 職 員 人 事 行 政

⑶採用試験の実施状況（令和３年度） （単位：人）
職　種 申込者数 受験者数 採用者数
一般行政 5 3 2
保 健 師 0 0 0
栄 養 士 0 0 0
保 育 士 0 0 0
司 書 0 0 0
計 5 3 2

再任用制度による任用職員数 該当なし
任期を定めた職員の採用数 該当なし

⑷その他の任用状況（令和３年度） （単位：人）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
（
以
下
、
臨
時

交
付
金
）
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
て
い
る
地
域
経
済
や
住
民
生
活
を
支

援
す
る
た
め
国
か
ら
地
方
公
共
団
体
へ

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
、

コ
ロ
ナ
対
応
の
た
め
の
取
組
で
あ
れ
ば
、

地
方
公
共
団
体
が
自
由
に
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

村
が
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
行
っ
て

い
る
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

❶ 

水
道
料
金
の
減
免

　

 　

原
油
価
格
、
物
価
の
高
騰
等
に
よ

る
村
民
や
事
業
者
へ
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
水
道
料
金
の
う
ち
基
本

料
金
４
か
月
分
を
減
免
し
ま
す
。

　

 　

減
免
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
は

不
要
で
す
。

　

対 

象 

者

　

 　

水
道
を
使
用
し
て
い
る
全
て
の
一

般
家
庭
及
び
事
業
所

　

減
免
期
間

　

 

▼ 

須
原
地
区
、
長
野
地
区
、
和
村
地
区

・
令
和
４
年
９
月
検
針
分 

 

（
10
月
、
11
月
分
）

・
令
和
４
年
11
月
検
針
分 

 

（
12
月
、
１
月
分
）

　

▼ 

野
尻
地
区
、
殿
地
区 

 

（
和
村
地
区
を
除
く
）

・
令
和
４
年
10
月
検
針
分 

 

（
11
月
、
12
月
分
）

・
令
和
４
年
12
月
検
針
分 

 

（
１
月
、
２
月
分
）

　

減 

免 
額

　

 

・
一
般
用
基
本
料
金 

７
４
８
０
円

 

（
１
８
７
０
円
×
４
か
月
分
）

・
営
業
用
基
本
料
金　

７
９
２
０
円

 

（
１
９
８
０
円
×
４
か
月
分
）

❷ 

燃
料
油
購
入
助
成
券
配
付
事
業

　

 　

「
２
０
２
２
お
お
く
わ
燃
料
油
購

入
助
成
券
」
を
配
付
し
、
村
民
の
負

担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
村
内
消

費
の
促
進
と
地
域
経
済
の
回
復
を
図

り
ま
す
。

　

配
付
対
象
者
・
金
額

　

 　

令
和
４
年
９
月
１
日
時
点
で
村
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
た

人
に
、
１
人
に
つ
き
１
万
円
分
（
千

円
券
×
10
枚
）
を
配
付
し
ま
し
た
。

　

※ 

届
い
て
い
な
い
人
は
、
商
工
観
光

係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

使
用
期
限

　

 　

令
和
５
年
２
月
15
日
㈬

　

取
扱
事
業
所

　

 

・ 

㈱
新
藤
邦
夫
商
店
ル
ー
ト
19
セ
ル
フ

須
原
店

　

 

・
須
原
食
糧
販
売
店 

・
㈲
鈴
建
産
業 

・
Ｊ
Ａ
木
曽
大
桑
燃
料
セ
ン
タ
ー 

・
河
村
商
店

❸ 

大
桑
村
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

　

 　

住
民
の
経
済
負
担
の
軽
減
と
村
内

経
済
の
回
復
を
目
的
に
、
お
お
く
わ
ま

ん
ぷ
く
商
品
券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
全
村
民
へ
郵
送
し
た
『
購

入
引
換
券
』
を
利
用
し
て
村
内
の
郵

便
局
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 　

商
品
券
は
１
部
（
１
万
円
）
に
つ

き
４
０
０
０
円
分
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が

あ
り
、
１
人
あ
た
り
３
部
ま
で
購
入

が
可
能
で
す
。

　

購
入
期
間

　

 　

12
月
23
日
㈮
ま
で

　

使
用
期
限

　

 　

12
月
31
日
㈯

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業

▼
問
い
合
わ
せ
先

❶
建
設
水
道
課 

上
下
水
道
係

❷
❸
産
業
振
興
課　

商
工
観
光
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

▲  2022おおくわ燃料油
購入助成券

▲おおくわまんぷく商品券
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令
和
５
年
度
保
育
園
新
規
入
園
の

説
明
会
を
行
い
ま
す
。
入
園
を
希
望

す
る
人
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

11
月
９
日
㈬　

午
前
10
時
〜

会　

場

　

役
場
２
階  

特
別
会
議
室

新
規
入
園
申
込
期
間

　

11
月
９
日
㈬
〜
12
月
１
日
㈭

そ
の
他

　

入
園
説
明
会
に
出
席
で
き
ず
申
込

書
類
が
必
要
な
人
は
、
教
育
委
員
会

ま
た
は
保
育
園
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

保
育
園  

入
園
説
明
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会 

子
ど
も
教
育
係

　

℡
＊
＊
55
‐
１
０
２
０

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度    

敬
老
会

敬
老
会

　

９
月
21
日
、
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル
で

大
桑
村
敬
老
会
が
開
か
れ
、
71
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
３
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
感
染
症
対
策
の
た
め
、

祝
宴
は
開
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
名

古
屋
芸
術
大
学
専
任
講
師
で
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
戸
田
恵
さ
ん
を
招
い
て
の
ピ
ア
ノ

独
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
馴
染
み
の

曲
が
流
れ
る
と
肩
を
揺
ら
し
た
り
口
ず

さ
む
等
、
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子

で
し
た
。

　

み
の
り
会
の
お
赤
飯
や
く
わ
っ
こ
工

房
や
村
外
の
就
労
支
援
事
業
所
が
作
っ

た
物
を
組
み
合
わ
せ
た
記
念
品
を
受
け

取
る
と
、
嬉
し
そ
う
に
中
身
を
確
認
す

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

▲ピアノ独奏会の様子

道
路
工
事
に
よ
る
く
わ
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
一
部
運
休

　

阿
寺
地
区
で
施
工
し
て
い
る
県
の
木

曽
川
右
岸
道
路
工
事
に
伴
い
、
く
わ

ち
ゃ
ん
バ
ス
木
曽
病
院
線
、
野
尻
・
須

原
線
の
一
部
区
間
が
運
休
、
時
間
変
更

と
な
り
ま
す
。

　

変
更
後
の
運
行
時
刻
な
ど
の
詳
細
は

別
途
全
戸
配
布
す
る
文
書
ま
た
は
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

期　

間

　

令
和
４
年
10
月
31
日
㈪ 

 

〜
令
和
５
年
７
月
中
旬

運
休
す
る
区
間

　

阿
寺
渓
谷
入
口
〜
フ
ォ
レ
ス
パ
木
曽

　

木
曽
農
業
協
同
組
合
か
ら
大
桑
保
育

園
へ
、
木
曽
郡
内
で
生
産
さ
れ
た
ト
マ

ト
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

木
曽
農
業
協
同
組
合
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
食
や
農
業
へ
の
興
味
を
持
つ

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
郡
内
の
保

育
園
に
地
元
野
菜
を
届
け
て
い
ま
す
。

　

ト
マ
ト
は
、
生
で
食
べ
た
り
グ
ラ
タ

ン
な
ど
に
使
用
し
ま
し
た
。
園
児
か
ら

は
「
甘
い
！
」
「
お
い
し
い
！
」
と

い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

●
発
着
時
間
が
変
わ
る
バ
ス
停

　

 　

川
向
、
大
桑
発
電
所
上
、
野
尻

向
分
館
、
野
尻
駅
（
９
時
台
の
野

尻
・
須
原
線
１
便
の
み
変
更
）

　

工
事
期
間
中
は
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

 

住
民
課 

生
活
環
境
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

ト
マ
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た

ト
マ
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た

▲  トマトが使われた給食が配膳され
嬉しそうな子どもたち
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10
月
23
日
㈰
〜
29
日
㈯
は
、
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
の
保
安
活
動
促
進
週
間
で
す
。

こ
の
機
会
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
正
し
い

使
い
方
を
改
め
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

外
出
や
就
寝
の
際
に
は
、
台
所
や
室

内
の
ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
て
く
だ
さ

い
。

● 

ガ
ス
風
呂
、
大
型
湯
沸
器
の
煙
突
や

換
気
扇
の
ゴ
ミ
な
ど
に
よ
る
詰
ま
り

は
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
の
原
因
と
な

り
危
険
で
す
。
詰
ま
り
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
て
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

● 

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
際
に
は
、

定
期
的
に
部
屋
の
窓
を
開
け
て
換
気

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
と
き
に
は
す

ぐ
に
火
を
消
し
、
室
内
の
元
栓
を
締

め
ま
し
ょ
う
。
再
び
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

を
使
用
す
る
際
に
は
、
販
売
店
の
点

検
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

● 

ガ
ス
が
流
出
し
て
い
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容

器
を
発
見
し
た
際
は
、
み
だ
り
に
触

れ
た
り
せ
ず
、
容
器
の
所
有
者
や
協

会
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

高
圧
ガ
ス

高
圧
ガ
ス

保
安
活
動
促
進
週
間

保
安
活
動
促
進
週
間

金
井　

元

　

今
年
は
和
村
で
有
機
稲
作
と
上

郷
で
慣
行
稲
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

稲
の
栽
培
は
初
め
て
で
水
稲
苗
す

ら
見
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
無
謀
に
も
苗
作

り
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
約
40
日
間
プ
ー
ル
育

苗
。
失
敗
も
有
り
ま
し
た
が
水
に
漬

け
て
育
苗
す
る
と
素
人
で
も
そ
こ
そ

こ
の
苗
が
で
き
る
の
で
不
思
議
で
す
。

　

田
植
え
は
６
月
10
日
。
い
つ
も
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
村
民
、
役
場
の

皆
さ
ん
に
来
て
頂
き
十
数
人
で
田
植

え
を
し
ま
し
た
。（
田
植
え
の
様
子
は

広
報
８
月
号
８
ｐ
奥
野
隊
員
の
記
事

に
カ
メ
ラ
マ
ン
池
田
さ
ん
の
写
真
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。）

　

有
機
栽
培
で
一
番
怖
い
の
は
雑
草

害
で
す
が
、
田
植
え
１
か
月
前
か
ら

水
を
溜
め
、
微
生
物
を
育
て
、
雑
草

を
生
や
し
て
は
代
か
き
を
し
ま
し
た
。

驚
く
ほ
ど
の
抑
草
効
果
が
あ
り
、
機

械
除
草
も
除
草
剤
も
必
要
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

数
々
の
失
敗
が
あ
っ
た
も
の
の
生

育
前
半
は
と
て
も
順
調
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
あ
る
意
味
順
調

す
ぎ
、
茎
が
多
く
な
り
、
そ
の
後
イ

モ
チ
病
（
カ
ビ
：
糸
状
菌
）
が
出
て

し
ま
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
８
月

を
待
た
ず
、
初
め
て
の
有
機
稲
作
は

失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

稲
の
青
刈
り
を
し
持
ち
出
し
廃
棄

か
、
化
学
農
薬
散
布
か
迷
い
ま
し
た

が
、
稲
の
全
量
持
ち
出
し
は
現
実
的

で
は
な
く
無
農
薬
を
諦
め
て
、
農
薬

の
散
布
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

化
学
殺
菌
剤
を
計
４
回
散
布
。
初

め
の
散
布
は
よ
く
効
い
て
イ
モ
チ
も

止
ま
っ
た
様
に
見
え
ま
し
た
が
、
３

度
目
以
降
効
か
な
く
な
り
、
結
局
穂

イ
モ
チ
に
な
り
ま
し
た
。
葉
の
菌
を

殺
し
て
も
、
イ
モ
チ
に
な
る
原
因
が

残
っ
て
い
る
の
で
当
然
と
言
え
ば
当

然
の
結
果
で
す
。

　

原
因
は
「 

①
天
候  

②
地
力
窒
素

の
高
さ  

③
判
断
能
力
不
足
」
だ
と

思
い
ま
す
。
今
年
は
カ
ラ
ッ
と
し
た

晴
れ
が
な
く
カ
ビ
菌
の
繁
殖
し
や
す

い
状
況
が
何
週
間
も
続
き
ま
し
た
。

夏
空
や
蝉
の
声
と
無
縁
の
夏
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、休
耕
田
で
あ
っ
た
た
め「
地

力
」
が
と
て
も
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。

長
野
県
の
施
肥
基
準
で
は
肥
料
は
窒

素
で
６
〜
11
㎏
と
の
こ
と
で
す
。
抑

草
を
兼
ね
窒
素
３
㎏
程
の
肥
料
を
撒

き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
い
つ
ま
で
も

葉
が
青
く
、
地
力
窒
素
の
力
で
爆
発

的
な
分
げ
つ
が
お
き
過
繁
茂
と
な
り

ま
し
た
。
40
日
目
に
は
茎
の
数
が
10

〜
11
本
に
。
決
定
的
な
失
敗
は
病
斑

に
気
が
付
い
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

イ
モ
チ
病
と
判
断
で
き
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。

　

こ
こ
で
は
書
き
き
れ
ま
せ
ん
の
で

栽
培
歴
、
学
ん
で
き
た
有
機
稲
作
に

つ
い
て
は
、
今
後
別
の
形
で
発
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

圃ほ

場じ
ょ
う

を
小
川
地
区
に
移
し
試
験
栽

培
を
続
け
ま
す
。
こ
ち
ら
も
休
耕
田

の
た
め
リ
ス
ク
は
非
常
に
高
い
で
す

が
、
無
施
肥
栽
培
で
な
ん
と
か
乗
り

切
れ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
も
う
一
つ

の
特
産
の
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま
す
。

大
桑
の
美
味
し
い
柿
を
加
工
し
柿
酢

を
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
も

て
余
し
て
い
る
柿
の
木
が
あ
れ
ば
収

穫
さ
せ
て
頂
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う

か
？
柿
酢
は
渋
柿
、
甘
柿
、
熟
し
具

合
、
見
た
目
は
問
わ
ず
使
え
ま
す
。

ま
た
簡
単
な
剪せ

ん

定て
い

、
伐
採
も
で
き
ま

す
。
お
電
話
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

℡
０
８
０
‐
６
０
０
７
‐
５
４
８
８

 

金　

井
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保健センター保健センター
TEL ＊＊ 55-4003（直通）TEL ＊＊ 55-4003（直通）

mail mail cent@vill.ookuwa.nagano.jpcent@vill.ookuwa.nagano.jp

保健センタ保健センターー
だよりだより

竹腰 梨花 竹腰 梨花 保健師保健師

　

あ
る
日
突
然
、
腫
れ
と
風
が
吹
く
だ

け
で
も
痛
む
よ
う
な
激
痛
を
起
こ
す

「
痛
風
」
の
原
因
と
な
る
の
が
「
高

尿
酸
血
症
」
で
す
。

し
か
し
、
症
状
が

な
い
ま
ま
進
行
し
、

命
に
関
わ
る
病
気

に
つ
な
が
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
今

回
は
高
尿
酸
血
症

を
原
因
と
し
た
病

気
と
高
尿
酸
血
症

の
予
防
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

尿
酸
が
作
ら
れ
る
ま
で

　

人
間
の
体
は
古
く
な
っ
た
細
胞
を
壊

し
て
新
し
い
細
胞
を
つ
く
る
新
陳
代
謝

を
常
に
行
っ
て
お
り
、
こ
の
過
程
で
プ

リ
ン
体
と
い
う
物
質
が
作
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
食
事
に
よ
っ
て
も
体
内
で
プ
リ

ン
体
が
作
ら
れ
ま
す
。
プ
リ
ン
体
は
肝

臓
で
尿
酸
と
な
り
、
尿
酸
は
最
終
的
に

不
要
物
と
し
て
尿
や
便
に
混
じ
っ
て
体

の
外
に
排
泄
さ
れ
ま
す
。

高
尿
酸
血
症
と
は

　

高
尿
酸
血
症
と
は
血
液
中
の
尿
酸
が

異
常
に
多
く
な
っ
た
状
態
に
な
る
こ
と

で
す
。
尿
酸
濃
度
が
７
㎎
／
㎗
以
上
に

な
る
と
高
尿
酸
血
症
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

尿
酸
の
量
が
多
く
な
る
の
は
尿
酸
が
作

ら
れ
す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
と
、
尿
酸
が

体
外
に
う
ま
く
排
泄
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
主
な
原
因
で
す
。

高
尿
酸
血
症
が
関
係
す
る
病
気

　

高
尿
酸
血
症
を
放
置
す
る
と
、
尿
酸

の
塊
で
あ
る
「
尿
酸
結
晶
」
が
体
内
に

た
ま
り
ま
す
。
尿
酸
結
晶
は
激
痛
を
伴

う
痛
風
や
尿
路
結
石
等
を
引
き
起
こ
す

要
因
と
な
り
ま
す
。

　

高
尿
酸
血
症
が
長
期
間
続
く
と
腎
臓

の
働
き
が
低
下
し
、
透
析
療
法
が
必
要

な
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
注
意

が
必
要
で
す
。

高
尿
酸
血
症
の
予
防

❶
プ
リ
ン
体
の
過
剰
摂
取
を
控
え
る

　

 　

一
般
に
食
品
か
ら
と
る
プ
リ
ン
体

の
目
安
は
１
日
４
０
０
㎎
で
す
。
プ

リ
ン
体
は
肉
類
・
魚
類
に
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
牛
レ
バ
ー
80
ｇ
で

１
７
６
㎎
、
マ
グ
ロ
の
刺
身
約
５
切

れ
で
１
２
３
㎎
の
プ
リ
ン
体
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

❷
過
剰
な
飲
酒
を
控
え
る

　

 　

プ
リ
ン
体
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い

焼
酎
等
の
蒸
留
酒
や
、
低
プ
リ
ン
体

の
ビ
ー
ル
で
あ
っ
て
も
習
慣
的
に
過

剰
飲
酒
を
す
る
こ
と
で
、
体
内
に
プ

リ
ン
体
を
作
り
出
す
動
き
を
促
進
す

る
た
め
、
お
酒
の
種
類
に
よ
ら
ず
過

剰
に
飲
み
す
ぎ
る
こ
と
を
控
え
ま

し
ょ
う
。
１
日
の
目
安
と
し
て
、
日

本
酒
１
合
、
ビ
ー
ル
５
０
０
㎖
、
ワ

イ
ン
２
５
０
㎖
、
焼
酎
１
０
０
㎖
、

ウ
ィ
ス
キ
ー
や
ブ
ラ
ン
デ
ー
は
60
㎖

が
適
量
で
す
。

❸
適
度
な
有
酸
素
運
動

　

 　

過
度
な
運
動
や
筋
ト
レ
の
よ
う
な

無
酸
素
運
動
は
尿
酸
値
を
増
加
さ
せ

ま
す
。
普
段
か
ら
尿
酸
値
が
高
い
人

は
、
軽
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
有
酸

素
運
動
に
と
ど
め
る
等
の
注
意
が
必

要
で
す
。

❹
飲
水
で
尿
酸
の
排
泄
を
助
け
る

　

 　

飲
水
量
を
多
く
し
て
尿
量
を
増
や

す
こ
と
で
、
体
外
に
尿
酸
が
排
泄
さ

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
１
日
１
・
５

ℓ
〜
２
ℓ
を
目
安
に
摂
る
こ
と
が
望

ま
し
い
で
す
。
水
分
制
限
の
あ
る
人

は
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

症
状
が
落
ち
着
い
て
も
油
断
し
な
い

　

症
状
が
な
い
と
つ
い
油
断
し
て
し
ま

い
ま
す
が
、
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
高

尿
酸
血
症
が
進
行
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

  

尿
酸
値

尿
酸
値
！！

❶尿酸が排泄されにくくなる 
❷尿酸が多く作られる
　　体内に尿酸が増える 体内に尿酸が増える 
　　　→ 高尿酸血症　→ 高尿酸血症

プリン体が作られる

プリン体から
尿酸が作られる

プリン体が
尿中・便中に

うまく排泄される

痛風・尿路結石・
膀胱結石などに

なる

腎臓の機能低下腎臓の機能低下
→ 透 析→ 透 析

自分自身の細胞の新陳代謝 食品に含まれる細胞を食べる

長期間
継続…
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情報掲示板情報掲示板
問   
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

森
の
里
の
秋
ま
つ
り
の
代
替

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
悪
疫
退
散

祈
願
花
火
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
村
内
事
業
者
に
よ
る
飲
食

物
の
販
売
（
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の

み
）
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

日　

時

　

10
月
29
日
㈯ 

  （
予
備
日
：
10
月
30
日
㈰
） 

 

午
後
７
時
〜

※ 

飲
食
物
の
販
売
は
午
後
５
時

30
分
か
ら

場　

所

　

大
桑
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園

問   

福
祉
健
康
課 

福
祉
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

戦
没
者
等
の
遺
族
を
対
象
と

し
た
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限

が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
期
限
を

過
ぎ
る
と
支
給
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
早
め
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

問   

総
務
課 

危
機
管
理
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
て
い
る
人
に
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第

２
弾
」
の
対
象
と
な
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
期
限
が
、

12
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
対
象
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
で
使
用

で
き
ま
す
。
現
在
有
効
な
ポ
イ

ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

❶ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
新

規
取
得
し
た
人
に
５
０
０
０

円
分
の
ポ
イ
ン
ト

※ 

令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に
決

済
ま
た
は
チ
ャ
ー
ジ
し
た
額

の
25
％
を
還
元

❷ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健

康
保
険
証
利
用
を
申
し
込
ん

だ
人
に
７
５
０
０
円
分
の
ポ

イ
ン
ト

❸ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
公
金

受
取
口
座
を
登
録
し
た
人
に

７
５
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト

　

 　

対
象
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
サ
ー
ビ
ス
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
の
リ
ン
ク
先
か
ら
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
で

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等

を
受
け
る
人
（
戦
没
者
等
の
妻

や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合

の
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
遺
族
一
人
の
み
。

⑴ 

令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
人

⑵
戦
没
者
等
の
子

⑶ 

戦
没
者
等
の
①
父
母　

②
孫

③
祖
父
母　

④
兄
弟
姉
妹

⑷  

⑴
か
ら
⑶
以
外
の
戦
没

者
等
の
三
親
等
内
の
親
族

（
甥
、
姪
な
ど
）

請
求
期
限

　

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

支
給
金
額

　

25
万
円

問 

申   

木
曽
地
域
振
興
局 

企
画
振
興
課

℡
25
‐
２
２
１
２

 kiso
chi-kikaku@

p
ref.

nagano.lg.jp

　

令
和
５
年
度
の
地
域
発
元
気

づ
く
り
支
援
金
の
活
用
を
検
討

す
る
団
体
を
対
象
に
、
事
前
相

談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
前
相
談
で
は
、
支
援

金
制
度
の
初
歩
的
な
事
か
ら
、

構
想
段
階
の
事
業
な
ど
、
支
援

金
全
般
に
つ
い
て
広
く
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

日　

時

　

11
月
30
日
㈬
ま
で

　

※
土
日
祝
日
は
除
く

 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場　

所

　

木
曽
合
同
庁
舎
内
会
議
室

対
象
団
体

　

木
曽
郡
内
に
事
務
所
が
あ
り
、

公
共
的
活
動
や
地
域
の
活
性
化

に
関
す
る
活
動
を
す
る
団
体
。

申
込
方
法

　

電
話
、
メ
ー
ル
に
よ
り
相
談

希
望
日
時
と
内
容
を
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問   

長
野
労
働
局
労
働
基
準
部 

賃
金
室

℡
０
２
６
‐
２
２
３
‐
０
５
５
５

　

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
「
長
野
県
最
低
賃
金
」
が
、

令
和
４
年
10
月
１
日
㈯
か
ら
時

間
額
９
０
８
円
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
機
会
に
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問   

県
労
働
委
員
会
事
務
局

℡
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
４
６
８

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
働
く

方
々
と
事
業
主
と
の
雇
用
の
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
労
働
問
題

の
専
門
家
が
中
立
、
公
正
な
立

場
で
双
方
の
主
張
を
聞
き
な
が

ら
、
よ
り
円
満
な
解
決
を
お
手

伝
い
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
、
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

相
談
先

　

中
信
労
政
事
務
所

　

℡
０
２
６
３
‐
40
‐
１
９
３
６

悪
疫
退
散
祈
願

花
火
大
会

戦
没
者
等
特
別
弔
慰
金

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
延
長

元
気
づ
く
り
支
援
金

事
前
相
談

最
低
賃
金
改
正

労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

▲
キャッシュレス
決済サービス検索

10



の行事予定
1 火 健康教室（野尻地区館）

2 水
3 木 表彰式（役場）

4 金
5 土
6 日
7 月
8 火 健康教室（野尻地区館）

9 水
子宮がん・乳がん検診（役場）
入園説明会　10：00～（須原地区館）
出張社協　13：30～15：30（しゃくなげ）

10木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

11金
12土 ほこっと体操教室　10：00～（須原地区館）

13日
14月
15火 健康教室（野尻地区館）

16水 CT検診（役場）

17木 CT検診（役場）
らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

18金 なんでも相談　13：00～（役場）
乳がん検診（役場）

19土
20日
21月
22火 健康教室（野尻地区館）

23水
24木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

25金 出張社協　13：30～15：30（野尻地区館）

26土
27日
28月
29火
30水 出張社協　13：30～15：30（しゃくなげ）

1111月

※ 新型コロナウイルスの状況により中止になる可能性
があります。

①役場、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、 ⑦弓矢分館

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　

マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎
生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 2、9、16、30
英 会 話 ① 19：30 2、9、16、30
押 し 花 教 室 ② 10：00 21
パ ッ チ ワ ー ク ⑦ 9：30 14、28
レザークラフト ⑦ 9：30 6、20
陶 芸 教 室 ④ 10：00 休み
コール・マルベリー ② 19：30 14
詩吟岳風会大桑教室 ⑥ 9：30 6、13、20
大 正 琴 糸 瀬 会 ③ 13：00 13、27
リフレッシュヨーガ ⑦ 19：00 7、14、21
ヨ ガ ② 14：00 10、24
あゆみ整体教室 ⑦ 19：00 12
フラ教室〈昼〉 ③ 13：30 5、12、19
フラ教室〈夜〉 ⑤ 19：30 6、13
大桑ダンシングフレンズ ⑤ 14：00 10、24
日本舞踊はなやぎ会 ⑤ 14：00 3、17
池坊いけばな教室 ③ 12：30 13、27
笑 い ヨ ガ ② 13：30 8
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９
月
２
日
、
大
桑
小
学
校
４
年
生
が
砂
防
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
に
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
の
職
員
を
迎
え
、
砂
防
え
ん
堤
の

見
学
、
土
石
流
模
型
の
実
験
、
高
所
作
業
車
の
乗
車
体
験
を
し
ま
し

た
。
写
真
は
、
土
石
流
が
発
生
し
た
場
合
に
、
砂
防
え
ん
堤
の
有
無

が
下
流
の
町
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
を
検
証
す
る
土
石
流
模
型

の
実
験
の
様
子
で
す
。

　
児
童
か
ら
は
「
模
型
を
使
う
こ
と
で
、
砂
防
え
ん
堤
の
働
き
が
良

く
わ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

表
紙
に
よ

て
せ

木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

11月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
3日㈭ 田沢医院（木曽町開田） 44-2008
6 日㈰ 古根医院（大桑村） 55-1188
13 日㈰ 奥原医院（木祖村） 36-2264
20 日㈰ 原内科医院（木曽町福島） 22-2678
23 日㈬ 王滝村診療所（王滝村） 48-2731
27 日㈰ 奥原医院（木祖村） 36-2264

村の人口
1,505 世帯

（前月比＋５世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 １ ２ ３
死　　　亡 １ ５ ６
転　　　入 ４ ６ 10
転　　　出 ３ ５ ８
総　人　口
（前月比）

1,656
（＋１）

1,763
（－２） 

3,419
（－１） 

（10月１日現在・住民基本台帳登録人数）

9/5
まめっこ祭

9/8
防災
講演会

9/28
小学校
稲刈

9/23
図書館
開館

９月のできごと
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  「
広

報
お

お
く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。
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